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メ
リ
ッ
サ
・
リ
ー
チ
氏
（
英
国
サ
セ
ッ
ク
ス
大

学
開
発
研
究
所
所
長
）
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関

す
る
講
演
会
を
開
催

　

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
九
日
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

（
以
下
、
ア
ジ
研
）
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
究
所
と
共
に
、
英

国
サ
セ
ッ
ク
ス
大
学
開
発
研
究
所
（
以
下
、
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）

の
所
長
で
あ
る
メ
リ
ッ
サ
・
リ
ー
チ
氏
を
迎
え
て
特
別

講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
、
途
上
国
や
新

興
国
の
開
発
に
お
け
る
研
究
や
教
育
等
を
専
門
と
す
る

国
際
的
に
著
名
な
機
関
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

本
講
演
会
は
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
後
継
的
目
標
で
あ
る
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
を
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
開
催
さ
れ
、
同
目
標

に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
開
発
研
究
機
関
と
し
て
の
役

割
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
リ
ー
チ
所
長
に
よ
り
、
①
国
際
的
な
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
と
り
ま
く
潮
流
、
②
そ
の
な
か
で
Ｉ
Ｄ
Ｓ
が

「
格
差
の
是
正
」「
持
続
性
の
促
進
」「
よ
り
包
括
的
か

つ
安
全
な
社
会
の
構
築
」
を
三
つ
の
柱
と
し
て
掲
げ
る

中
期
的
な
事
業
戦
略
（
二
〇
一
五
～
二
〇
二
〇
年
）、

そ
し
て
③
Ｉ
Ｄ
Ｓ
が
そ
れ
に
基
づ
い
て
行
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
向
け
た
取
り
組
み
等
の
発
表
が
行
わ
れ
、
ま
た
日
本

の
研
究
機
関
に
つ
い
て
の
期
待
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ア
ジ
研
か
ら
は
佐
藤
寛
上
席
主
任
調

査
研
究
員
が
コ
メ
ン
ト
で
応
答
す
る
な
ど
、
実
り
あ
る

議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

本
講
演
会
の
開
催
を
導
い
た
ア
ジ
研
と
Ｉ
Ｄ
Ｓ

の
交
流

　

本
講
演
会
を
ア
ジ
研
が
主
体
と
な
り
開
催
で
き
た
背

景
に
は
、
ア
ジ
研
と
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
長
い
人
的
研
究
交
流
が

あ
り
ま
す
。
古
く
は
、
過
去
に
ア
ジ
研
に
在
籍
し
て
い

た
元
研
究
員
が
、
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
著
名
な
教
授
と
個
人
的
な

人
脈
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
皮
切
り
と
な
っ
た
よ
う
で

す
が
、
近
年
に
お
い
て
も
前
述
の
佐
藤
上
席
主
任
調
査

研
究
員
を
は
じ
め
、
ア
ジ
研
か
ら
Ｉ
Ｄ
Ｓ
へ
人
材
を
派

遣
し
た
実
績
が
複
数
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
二
〇
一
二
年
に
は
、
前
Ｉ
Ｄ
Ｓ
所
長
で
あ
る
ロ

ー
レ
ン
ス
・
ハ
ッ
ダ
ー
ド
氏
を
開
発
問
題
専
門
家
と
し

て
お
迎
え
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
同
年
、
ア

ジ
研
が
一
九
九
〇
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
開
発
ス
ク
ー

ル
（
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｓ
：
経
済
協
力
・
開
発
援
助
の
現
場
に

お
い
て
高
度
な
専
門
性
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の
育
成
を
目
指
し
た
研
修
事
業
）
に
、
Ｉ
Ｄ
Ｓ

の
元
教
授
（
当
時
教
授
）
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
フ
リ

ー
氏
を
特
別
教
授
と
し
て
お
招
き
し
た
経
験
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
Ｉ
Ｄ
Ｓ
派
遣
時
に
培
っ
た
佐
藤
上
席

主
任
調
査
研
究
員
と
同
氏
の
つ
な
が
り
が
生
ん
だ
成
果

で
す
。
ハ
ン
フ
リ
ー
氏
は
ま
た
、
来
年
度
に
ア
ジ
研
で

実
施
予
定
の
研
究
会
に
も
委
員
と
し
て
の
参
加
が
決
ま

っ
て
お
り
、
ア
ジ
研
の
研
究
事
業
に
も
大
い
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
今
回
リ
ー
チ
所
長
に
登
壇
し
て
い
た
だ
い

た
講
演
会
も
、
ハ
ン
フ
リ
ー
氏
が
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
ア
ジ
研
の

架
け
橋
と
し
て
対
応
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、
実
現
に
至

っ
た
大
き
な
要
因
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
機
関
同
士
の
継
続
的
な
交
流
は
、
そ

れ
が
フ
ォ
ー
マ
ル
で
あ
れ
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
で
あ
れ
、

時
に
機
関
の
垣
根
を
越
え
た
価
値
の
あ
る
活
動
に
つ
な

が
り
ま
す
。
今
回
の
講
演
会
は
、
他
機
関
と
の
関
係
性

作
り
の
重
要
性
を
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
最
新
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.ide.go.jp/Japanese/

Event/

）
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

�

（
文
責
：
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職　

荒
木
慶
太
郎
） 講演会の様子

講演中のメリッサ・リーチ所長


